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　会場ではそば打ちの実演が行われ、出来たての〝そば〟を〝かけ・ざる〟で味わいました。ま
た、会場では中標津農業高校による野菜・花の販売や、当ＪＡ女性部が手作りしたそば粉の蒸し
パンケーキの試食がふるまわれました。

（中標津町交流センター）

第10回 計根別新そば祭り10/15㈰

お
越
し
頂
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！



2

　

Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
躍
進
グ
リ
ー
ン
広
場
に
お
い
て
、
当
Ｊ
Ａ
の
関
係
団
体
や
農
業
高
校
、
業
者
の
方
々
に
出
店
の

ご
協
力
を
頂
き
、
秋
の
恒
例
行
事
〝
大
収
穫
祭
〟
を
開
催
し
ま
し
た
。
組
合
員
や
地
域
住
民
の
方
々
が
訪
れ
、
買

物
や
食
事
を
楽
み
ま
し
た
。

　

昼
に
は
計
根
別
地
域
総
合
振
興
対
策
協
議
会
に
よ
る
〝
地
域
交
流
会
〟
も
行
わ
れ
、
焼
肉
と
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
途
中
か
ら
雨
が
降
り
始
め
ま
し
た
が
、
多
く
の
来
場
者
が
最
後
の
抽
選
会
ま
で
参
加
し
、
無
事
に
秋

の
イ
ベ
ン
ト
を
終
了
し
ま
し
た
。
ご
来
場
さ
れ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

秋の大収穫祭＆地域交流会
10/24㈯

女性部バザー 和牛振興会

ゲームで景品もら
ったよ！ 新米ひまわりライ

ス

大人気のタイムア
タック
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10
月
23
日
～
26
日
に
安
平
町
早
来
に
て
、

全
国
各
地
よ
り
３
７
４
頭
の
出
品
を
得
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
千

葉
義
博
氏
〔（
一
社
）
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
登
録
協
会
〕
が
務
め
、
迅
速
か
つ
的
確

な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
最
高
位
賞
は
更
別
町 

天
野

洋
一
さ
ん
の
レ
デ
イ
ス
マ
ナ
ー
Ｍ
Ｂ
セ
レ

ブ
リ
テ
イ
号
が
獲
得
さ
れ
、
名
誉
賞
は
下

記
の
内
容
で
北
海
道
の
出
品
牛
が
数
多
く

活
躍
し
ま
し
た
。
根
室
管
内
に
お
い
て
は

未
経
産
で
、
３
部
エ
ク
セ
ル
シ
ア
ブ
ロ
ウ

カ
ウ
ア
ン
ナ
号
（
Ｊ
Ａ
中
標
津 

久
保
剛

氏
出
品
）
が
優
等
賞
２
席
を
、
経
産
で
は
、

８
部
フ
エ
イ
ア
ー
ク
ウ
イ
ン
ド
テ
ラ
ソ
ン

号
（
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
上
春
別 
佐
藤
正

一
氏
出
品
）
が
優
等
賞
３
席
を
、
13
部
セ

ン
タ
ー
ラ
ン
ド
マ
ツ
ト
ロ
イ
チ
ヤ
ン
プ
サ

ン
チ
エ
ス
号
（
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
根
室 

中
川
勉
氏
出
品
）
が
優
等
賞
４
席
を
獲
得

す
る
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
計
根
別
か
ら
販
売
さ
れ
た

Ｈ
Ｅ
Ｆ
ロ
イ
タ
ー
ア
ス
号
（
㈲
ハ
イ
エ
ス

ト
フ
ァ
ー
ム
）
や
フ
オ
レ
ス
ト
Ｊ
Ｂ
エ
レ

ガ
ン
ト
ミ
ク
リ
ン
号
（
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト

フ
ァ
ー
ム
）
な
ど
の
娘
牛
が
会
場
で
紹
介

さ
れ
、
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
今
回
の
大
会
は
10
年
ぶ
り
の

開
催
で
、
札
幌
市
内
の
各
地
に
お
い
て

様
々
な
付
帯
・
協
賛
行
事
が
催
さ
れ
、
酪

農
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
々
に
伝
え

ま
し
た
。
次
は
宮
崎
県
に
て
２
０
２
０
年

の
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
《
販
売
部
酪
農
課　

小
林
係
》

全日本ホルスタイン共進会 北海道大会

■根室管内の出品者及び出品牛

■最高位賞および名誉賞の紹介
区　分 名　　　　　号 　出　品　者

　最高位賞
経　産　14部 レデイスマナー　MB　セレブリテイ 更別町　天野　洋一

　名 誉 賞
後代検定娘牛１・２部 TLM　アジー　ビスタ　オア　ET（１部） 広尾町　佐藤　孝一
未経産３・４・５部 DH　チヤンス　メイク　ET（３部） 北見市　山内　　隆

後代検定娘牛６・９部 クリアデール　チユンキー　マーシヤル　アイオーン（９部） 稚内市　白崎　紘希
経　産７・８・10・11部 TMF　ナデイル　アツト　アンナ　エコー（８部） 清水町　㈲田中牧場

経　産　12部 エツセンス　ゴールド　アポロ　エル　ダーハム　ET 豊富町　栗城　一貴
経　産　13部 KWF　サンチエリア　ダーハム　ビユー 釧路市　㈱敬和ファーム

ジャージー種　未経産 クローバー　クリストフアー　ロビン（16部） 大樹町　㈱松本牧場
ジャージー種　経　産 アサナベ　IT　フオング　ブリトニー（17部） 岡山県　筒井　大悟

区　　　　　分
出　品　者 名　　　　　号 成　　績

　第３部　未　経　産　　　　　生後16ヶ月以上18ヶ月未満
JA中標津　久保　　剛 エクセルシア　ブロカウ　アンナ 優等賞２席

　第８部　経　　　産　　　　　生後30ヶ月以上36ヶ月未満（２歳シニア）
JA道東あさひ上春別　佐藤　正一 フエイア－ク　ウインド　テラソン 優等賞３席
　第13部　経　　　産　　　　　生後５歳以上６歳未満

JA道東あさひ根室　中川　　勉 センタ－ランド　マツトロイ　チヤンプ　サンチエス 優等賞４席

ゲノミックゴールデンセール
の様子

各優等賞牛 赤レンガテラスにて 道庁舎前にて
リードマンコンテスト

第14回
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Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
大
会・北
海
道
家
の
光
大
会

　

11
月
５
日
、
６
日
に
シ
ャ
ト
レ
ー

ゼ
・
ガ
ト
ー
キ
ン
グ
ダ
ム
・
サ
ッ
ポ
ロ

で
行
わ
れ
た
大
会
に
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
本

田
三
千
代
監
事
と
漆
原
弘
子
さ
ん
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
福
島
大
学
の
岩
崎
氏
に
よ
る

「
Ｊ
Ａ
女
性
部
組
織
活
動
」
に
関
す
る

講
演
を
聴
講
し
、
そ
の
後
、
家
の
光
記

事
活
用
体
験
発
表
会
や
情
勢
報
告
を
経

て
、
懇
親
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。
懇
親

会
で
は
地
区
会
長
の
カ
ラ
オ
ケ
の
応
援

隊
と
し
て
急
き
ょ
飛
び
入
り
参
加
を
し

て
、
会
場
を
沸
か
せ
る
な
ど
、
大
い
に

楽
し
み
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
厚
生
連
に
よ
る
「
高
齢
者

介
護
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
研
修

を
受
け
、
今
後
の
介
護
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
そ
の
後
工
夫
展
示
会
が
行
わ

れ
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
本
別
支
部
の

相
澤
舞
子
さ
ん
と
信
夫
扶
美
子
さ
ん
の

作
品
『
ハ
ン
ガ
ー
モ
ッ
プ
』
を
出
品
し

ま
し
た
。
参
加
者
の
方
か
ら
「
と
て
も

奇
麗
」「
ど
う
や
っ
て
作
る
の
？
」
な

ど
の
感
想
・
質
問
を
た
く
さ
ん
頂
き
、

展
示
会
の
中
で
も
な
か
な
か
の
人
気
を

博
し
て
い
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
お
二

方
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

《
事
務
局　

中
野
係
》

綱領斉唱 畠山会長と応援隊の皆さん

会場が一つになった盆踊り 大好評だったモップとお二人はこちら♡

参加者

インタビュー

Ｑ．�今回初めて参加してみてどうでし
たか？

（�本田）どの内容も興味深く聞くこと
ができました。特に、女性部活動の
講演では今まで考えていなかった問
題点に気づかされました。もう少し
たくさんの方と話せたら良かったか
なぁ。
（�漆原）講演を聴いて、福島の女性が
色々なことを考えて活発に活動して

いることを聴き、本当に女性は強い
と感じました。それと、家の光発表
を聴いていて、我が家にも昔家の光
があって読んでいたのを思い出しま
した。

Ｑ．印象に残ったことは？
（�本田）夜のパフォーマンスがものす
ごく面白かったです。プロ級の演芸
にビックリしました。それと年配の
方たちの元気がすばらしいと思いま
した。

（�漆原）自分の親世代くらいの女性部
の人たちが多かったけれども、とて
も元気で芸達者な人が多いんだなと
思いました。
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フレッシュミズ ハンドメイド教室

女性部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

昼
食
交
流
会

　

11
月
12
日
、
中
標
津
町
東
龍
門
に

て
、
フ
レ
ミ
ズ
会
員
５
名
と
昼
食
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
々
と
運
ば
れ
て
く
る
料
理
に
、

最
初
は
「
美
味
し
い
！
」
と
ど
ん
ど

ん
食
べ
て
い
た
の
も
、
最
後
の
方
は

「
お
腹
い
っ
ぱ
い
だ
～
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
デ
ザ
ー
ト
は

別
腹
で
ペ
ロ
ッ
と
平
ら
げ
ま
し
た
。

　

少
人
数
で
し
た
が
、
会
話
が
絶
え

な
い
楽
し
い
昼
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
事
務
局　

中
野
係
》

　

11
月
19
日
農
協
２
階

和
室
に
て
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
部
員
６
名
が

参
加
し
Ｕ
Ｖ
レ
ジ
ン
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
が
頭
を
悩
ま
せ
な
が

ら
完
成
し
た
作
品
は
、

各
々
の
セ
ン
ス
が
光
る

も
の
ば
か
り
で
、
初
め

て
と
は
思
え
な
い
完
成

度
の
高
さ
で
し
た
。

　

完
成
し
た
作
品
は
レ

デ
ィ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
で

展
示
さ
れ
ま
す
。

《
事
務
局　

中
野
係
》

いつもよりも真剣な高橋会長!?

もくもくと取り組んでおります

皆さんの力作たちです

美味しくいただきました！
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ロールパックメッセージ
今年の標語は『けねべつ農協。検索』�

　ロールパックメッセージについて
は、タイヤショベルを巧みに操り、
ロールを積んでくれた東部支部の本
田敏明君に感想を聞きました！
・�ロール看板の作業をしてみてどう
でしたか？

　⇒�時間がかかった。ロールの形や
サイズがあっていればもっとい
いと思う。

・�『けねべつ農協。検索』という標
語について？

　⇒�いいんじゃないでしょうか。
・�全体を通して気が付いたことは？
　⇒�ロールはもっと角のある物が揃
うといい。作業の効率化が要検
討です。

・�来年もやりますか？
　⇒�う～ん、もう少し時間短縮が図
れれば…。

けねべつ農協。検索！…一人おかしい…。

まずは見栄え良く！
土手の草も刈るぜぇ～。

　10月19日にロールパックメッセージの標語を更新致しました。
　昨年の『洗練されたクリアな乳』から今年は『けねべつ農協。
検索』へ…。
　多くの方に『けねべつ』を知ってほしい…そんな想いを込めて
作りました。
　ご覧になる際は交通安全・事故にご注意下さい。

《広報部会　桜井　拓矢》
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秋の大収穫祭
ジャンボハンバーグ完売御礼!

　

10
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
秋
の
大
収
穫
祭
で
、
我
が
青
年
部
恒
例

の
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

例
年
同
様
に
行
列
を
作
り
、
大
好
評
で
完
売
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
青
年
部
で
は
、
色
々
な
試
み
に
よ
り
地
域
の
皆
様
を
笑
顔

に
す
る
こ
と
、
乳
製
品
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。《広

報
部
会　

須
藤　

宗
裕
》

　今回も広報部会では、担当してくれた部員に感想を聞きました！回答者
は東部支部の須崎智裕君です！
・�ハンバーグの出来はどうでしたか？
　⇒�いつもより「サバサバ」した感じだった。ジューシーさがいつもより
少なかった気がする…。

・�お客様の入りはどうでしたか？また、完売しましたか？
　⇒�今回は１回だけの販売ということもあり、無事完売する事ができまし
た。天気が悪かったのですが、たくさんのお客さんが来てくれました。

・�自分の担当は何でしたか？
　⇒�会計（レジ）
・�その担当をやってみての感想をお願いします。
　⇒�最後、お客さんが来た時に、ハンバーグが売り切れて買えなかった人
がいたので、もっと多くのお客さんに出せれば…。

・�今回の収穫祭のMVPは？
　⇒�西塚知也君です！
・�最後に一言お願いします！
　⇒�ジャンボハンバーグは人気があるので、細く長く頑張りましょう！

顔出しNGです…。

今月の
青年部綱領斉唱！

配る前に
１個食べちゃおう！

手ごね！

肉をコンロへ…焼き加減はどうかな？子供からお金を巻き上げる
悪いお兄さん…ではありません！

あなた憑いてるわよ…
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西竹町内会館 おあしす

　中標津町、中山間計根別地区集落の助成で
建設された新しい会館のお披露目式が地域の
皆さんと関係者を交え、10月27日に開催され、
地域交流の拠点として開所されました。

　

11
月
18
日
に
中
標
津
町
役

場
の
企
画
課 

石
井
氏
を
講

師
に
招
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
つ
い
て
講
習
会
を
行

い
、
18
名
の
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
制
度
に
つ
い

て
皆
さ
ん
の
疑
問
や
不
安
な

こ
と
を
積
極
的
に
聞
い
て
学

び
ま
し
た
。
終
了
後
は
会
員

同
士
で
会
食
を
し
ま
し
た
。

《
事
務
局　

須
貝
係
》

　

11
月
11
日
に
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
Ｊ
Ａ
北
海

道
大
会
が
道
内
の
各
Ｊ
Ａ
役
員
や

地
区
の
代
表
者
ら
約
２
，
３
０
０

人
が
集
結
し
、（
当
Ｊ
Ａ
は
役

員
・
青
年
部
部
長
・
女
性
部
部

長
・
職
員
が
参
加
）
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
農
業
所
得
20
％
増
大

や
道
民
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る

『
力
強
い
農
業
』
の
実
現
に
向
け
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
結
集
の

下
、
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組

む
も
の
と
し
ま
し
た
。

年
金
友
の
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つい
て
学
ぶ

ＪＡ綱領の朗唱

ＴＰＰに関する説明

「北海道550万人と共に創る
『力強い農業』と『豊かな魅力ある農村』」メーンテーマ

第２８回 ＪＡ北海道大会開催�
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昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同
組
合
法
（
農
協

法
）
が
制
定
さ
れ
、
今
年
で
68
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
料
不
足
等
の
混
乱
期
に
、
農
業
者
の
協
同

組
織
の
発
達
を
通
じ
、
農
業
生
産
力
の
増
進
と
農
業
者

の
経
済
的
・
社
会
的
地
位
の
向
上
を
は
か
り
、
国
民
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
協
法

が
制
定
さ
れ
農
協
が
設
立
し
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
民
に
よ
る
農
民
の
た
め
組
織
」
と
し
て
、

協
同
組
合
原
則
に
掲
げ
る
「
自
主
・
自
立
」「
民
主
的

運
営
」
の
基
本
に
立
ち
、
相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、

幾
多
の
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
、
組
合
員
の
経
営
と

生
活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
、
各
種
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
農
協
法
は
農
協
の
組
織
・
事
業

を
運
営
す
る
基
本
法
と
し
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
が
、
農
協
法
公
布
記
念
日
を
契
機
に
、

改
め
て
農
協
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
そ
の
意
義
と
役
割

に
つ
い
て
共
通
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
過
般
、
農
協
改
革
法
案
の
成
立
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合
意
と
い
う
我
が
国
の
農
業
・
Ｊ

Ａ
に
係
る
極
め
て
大
き
な
情
勢
変
化
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

農
協
改
革
に
つ
い
て
は
、
法
改
正
と
農
業
所
得
の
向

上
の
関
係
な
ど
に
関
し
て
、
い
ま
だ
に
納
得
の
い
く
説

明
な
り
理
解
が
進
ま
な
い
一
方
で
、
准
組
合
員
制
度
の

あ
り
方
や
監
査
の
仕
組
み
な
ど
の
重
要
案
件
に
ち
ぃ
て

今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
改
め
て
地
域
農
業

の
振
興
や
農
協
運
営
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
、
政
府
に

対
す
る
働
き
か
け
を
含
め
、
関
連
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、
交
渉
参
加
12
か

国
の
閣
僚
会
合
を
経
て
、
去
る
10
月
5
日
に
よ
る
大
筋

合
意
が
な
さ
れ
た
経
過
に
あ
り
ま
す
が
。

　

交
渉
に
関
す
る
情
報
開
示
が
極
め
て
不
十
分
で
あ
り
、

国
民
的
議
論
も
な
い
ま
ま
に
大
筋
合
意
と
い
う
結
果
に

至
っ
た
こ
と
に
対
し
て
強
い
憤
り
を
覚
え
る
と
と
も
に
、

生
産
現
場
に
お
い
て
は
、
今
回
の
合
意
内
容
と
国
会
決

議
と
の
整
合
性
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
の
交
渉
を
担
っ

て
き
た
政
府
・
与
党
に
お
い
て
は
、
国
民
と
の
約
束
と

も
い
え
る
国
会
決
議
と
今
回
の
合
意
内
容
と
の
整
合
性

や
各
分
野
の
合
意
内
容
の
全
貌
に
つ
い
て
説
明
責
任
を

果
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

我
々
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

の
状
況
を
見
極
め
つ
つ
、
今
後
の
取
組
み
を
再
構
築
し

た
中
で
、
農
業
経
営
を
は
じ
め
地
域
農
業
・
地
域
社
会

の
持
続
的
発
展
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
関
係
方
面
へ
の

働
き
か
け
な
ど
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
国
民
と
の
信
頼
関
係
が
な
け
れ
ば
国
を
形
づ
く
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
に
あ
っ
て

は
、
各
地
域
の
声
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、
真
に
国
民
に

寄
り
添
っ
た
対
応
が
国
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

か
か
る
状
況
の
も
と
、
先
般
、
3
年
に
一
度
の
Ｊ
Ａ

北
海
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、【
北
海
道
５
５
０
万
人
と

共
に
創
る
「
力
強
い
農
業
」
と
「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農

村
」】
に
関
す
る
決
議
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

農
業
は
、
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
の
自
助
努
力
と
と
も
に
、

一
般
消
費
者
・
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
成

り
立
つ
産
業
で
あ
り
、
今
回
の
決
議
事
項
に
は
そ
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
・
中
央
会
が
各
々
の
役
割

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が

よ
り
一
体
と
な
り
総
合
力
を
十
分
発
揮
し
た
中
で
、
大

会
決
議
事
項
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
会
開

催
の
真
の
目
的
で
あ
り
ま
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は

激
動
し
て
お
り
、
生
産
現
場
で
は
将
来
に
対
す
る
不
安

が
渦
巻
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
農
業
者
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、

農
業
と
い
う
生
命
産
業
に
携
わ
っ
て
い
る
と
い
う
責
任

感
と
自
負
心
の
も
と
、
こ
の
情
勢
変
化
の
中
か
ら
今
後

の
向
け
た
取
組
み
う
ぃ
見
い
出
し
て
い
く
と
と
も
に
、

農
業
・
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
幅
広
い
理
解
と
共
感
を
得
る
不

断
の
努
力
を
行
い
な
が
ら
、
長
年
に
わ
た
り
先
人
が
築

き
上
げ
た
本
道
農
業
並
び
に
農
業
協
同
組
合
の
基
盤
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
後
世
に
し
っ
か
り
伝
承
す
る
よ
う

共
に
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
後
と
も
、
本
道
農
業
並
び
に
Ｊ
Ａ
が
ま
す
ま
す
発

展
す
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
、
農
協
法
公
布
記
念
日

に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
　
　
　
　
会
　
　
長
　
　
飛
　
田
　
稔
　
章
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10
月
28
日
、
中
標
津
町
管
内
の
全
小
中
学
校
・
幼

稚
園
で
、
町
内
産
の
食
材
で
作
ら
れ
た
「
ま
る
ご
と

給
食
」
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
計
根
別
学
園
の
３
・
４
年
生
に
、
当
Ｊ
Ａ

か
ら
職
員
が
出
向
き
中
標
津
町
の
酪
農
の
現
状
や
、

牛
乳
が
で
き
る
ま
で
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

11
月
よ
り
当
Ｊ
Ａ
車
両
32

台
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
装
備
し
ま
し
た
。
業
務
中

の
走
行
を
は
じ
め
、
職
員
全

員
が
交
通
安
全
に
つ
と
め
て

ま
い
り
ま
す
！

出前講座

平成27年分の「公的年金等の源泉徴収票」の送付について
農業者年金を受給している皆さまへ

　農業者年金の平成27年分の「公的年金等の源泉徴収票」は、「独立行政法人農業者年金基金」
より受給者全員に１月31日までに送付されます。（ハガキ形式で送付されます。）
　「公的年金等の源泉徴収票」は紛失しないように大切に保管してください。
もし紛失した場合は「独立行政法人農業者年金基金」へ再交付の依頼をしてください。
問合せ・依頼先：独立行政法人農業者年金基金　給付課　TEL03−3502−3945

農業者年金保険料を確定申告する際のお知らせです。
農業者年金へ加入している（被保険者）皆さまへ

○�農業者年金の保険料は、全額が社会保険料控除の対象です。
○�納付した保険料額は、ＪＡで振替口座の記帳をして、確認をお願いします。
　※ 農業者年金保険料は、JA口座から自動振替により納付をお願いしております。

○�「前納納付」した保険料は、27年または28年のどちらかの年を選んで確定申告するこ
とができます。

　※ 平成28年分（28年1月分から12月分）保険料を平成27年12月24日に「前納納付」した方が対象です。

○農業者年金の保険料は、確定申告の際、社会保険料控除証明書等の添付は不要です。
　※ 証明書等の添付が不要であること及び記帳により納付保険料額が確認できることから、農業者

年金基金は被保険者に証明書等は発行しておりません。ご理解をよろしくお願いします。

営農部の吉田先生とウシくん 牛乳飲み比べ！どれが美味しい？

～牛乳ができるまで～

導入！
ドライブレコーダー
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総　　会

理 事 会監 事 会

組 合 長

企画会議

理事兼務参事

購 買 委 員 会
販 売 委 員 会
総務企画委員会

バルククーラー
管理運営委員会

監 査 室

営　農　部 金融共済部販　売　部購　買　部 総　務　部

総
務
電
算
課

審　

査　

課

金　

融　

課

共　

済　

課

営
農
支
援
課

営
農
振
興
課

営
農
企
画
課

基
盤
強
化
対
策
課

畜
産
販
売
課

生
産
セ
ン
タ
ー

生
乳
販
売
課

酪　

農　

課

資
材
生
活
課

燃
料
部
品
課

総　

務　

係

経
理
電
算
係

審　

査　

係

金　

融　

係

共　

済　

係

営
農
相
談
係

営
農
振
興
係

生
産
企
画
係

組
織
広
報
係

基
盤
強
化
対
策
係

畜
産
販
売
係

生
産
セ
ン
タ
ー
係

生
乳
販
売
係

酪　

農　

係

資　

材　

係

生　

活　

係

燃
料
部
品
係

組織機構図及び
職員配置図 西塚　秀夫

佐藤　良文

部長　谷川　好則 部長　蛎崎　康夫

係　
　
　
　

長　

成
戸　

道
典　
係　

羽
田　

依
世

   係
長
総
務
係
長
兼
務　

係　

佐
藤　

愛
里
・
石
田　

真
紀
（
試
用
職
員
）

   係
長
総
務
係
長
兼
務　

係　

深
瀬　
　

望

係
長
課
長
兼
務　

係　

高
橋
久
美
子
・
福
本　

留
未
・
須
貝　

侑
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
茉
梨
奈
・
玄　

恵
利
華
（
試
用
職
員
）

係
長
課
長
兼
務　

係　

白
幡　

明
大
・
石
神
亜
希
子
・
片
岡　

尚
子

係　
　
　
　

長　

吉
田　

和
弘　
係　

渡
辺　

礼
南

係
長
課
長
兼
務　
　

係
長
課
長
兼
務

   係
長
課
長
兼
務　

係　

中
野
あ
ず
さ

係　
　
　
　

長　

片
岡　

美
幸

係
長
課
長
兼
務　

係　

筒
井　

悌
紀
・
大
槻　

勝
一
・
三
浦　

な
な
（
試
用
職
員
） 

   係
長
セ
ン
タ
ー
長
兼
務　

係　

須
藤　
　

功
・
喜
来　
　

実
・
倉
内　

宏
樹
（
臨
時
職
員
）

係
長
主
幹
兼
務　

係　

石
川　

将
貴

係　
　
　
　

長　

佐
々
木　

完　
係　

星
野　

洋
平
・
小
林　

央
知
・
森
脇　

拓
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
條　

匡
晃
・
田
村　

慎
吾
・
外
舘　

翔
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

有
利
・
小
笠
原
佑
太
（
試
用
職
員
）

係　
　
　
　

長　

堀
田　

秀
哉　
係　

倉
田　

瑠
美
・
仲
谷　

鮎
美
（
試
用
職
員
）

   係　
　
　
　

長　

中
野　
　

庶
（
店
長
兼
務
）　

係　

小
高　

亜
季

   係
長
主
幹
兼
務　

係　

玉
置　

博
斗
・
森
田　

優
美
（
臨
時
職
員
）

平成27年11月16日現在

理事兼務
部長　中瀬　　満

部長　松岡　幸樹部長　須崎　　徹

男子職員　40名
女子職員　20名
合　計 　60名

※ 太字 は●月●日付異動及び配属

課
長　

部
長
兼
務

課
長　

部
長
兼
務

課
長　

川
目　
　

聡

課
長 

金
融
課
長
兼
務

課
長　

金
野　

智
樹

課
長　

熊
谷　

昌
仙

課
長　

深
見　
　

亮

課
長　

川
目　
　

剛

課
長　

大
矢
根
裕
辞

セ
ン
タ
ー
長　

大
友　

賢
治

課
長　

高
橋　

英
穂

主
幹　

藤
田　

恒
久

課
長　

萱
岡　
　

智

課
長　

佐
藤　

厚
柱

主
幹　

太
田　
　

孝

係

長

片
岡

美
幸

係

長

吉
田

和
弘

太字 

室長(兼)総務部長
室長(兼)総務電算課総務係長
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保健センターです。
おじゃまします� がん検診のあれこれ

　「がん検診」には大きく２種類があります。「対策
型＝市町で実施している検診」「任意型＝医療機関
でドックとして受け
る検診」です。

＊�利益と不利益って？……例：検診精度を高くする方法を選択すると、がんの発見の範囲や確率が高くな
りますが（利益）、被爆量が多い、検査の事故による障害をこうむる、一人にかかる時間が多い、費用
が高額など（不利益）が生じることがあります。

　がんが発見される可能性はその種類や検査の精度によって異なります。さらにがんの形状や発生部位
（見つけにくい場所）の違いによってある程度の見逃し（疑陰性）や、がんの疑いがあるとして精密検査
を行ってもがんが見つからない（疑陽性）ということもあります。

　がんは 2 人に 1 人がかかる病気です。がん検診の種類や検査方法を理解したうえで、組み合わせながら
がんの早期発見をしていただくと良いとおもいます。

対策型（市町で実施するもの） 任意型（主に医療機関でうけるもの）

目 的
集団全体でがんの死亡率を下げる

目的　公共政策として行う検診

個人のがん死亡リスクを下げる目

的

検 診 対 象 者 一定の年齢範囲の住民
定義されない。どの年代でも受診

可能

検 診 費 用 公的補助を使用 全額自己負担

検診の種類と方法

胃・肺・大腸・子宮・乳の5種類

のがん検診を有効性が確立された

検査方法で実施

がんの種類（部位）も検査方法も

定義されない。例： ＰＥＴ検診、

ＭＲ検査、腫瘍マーカー検査など

検診実施者と個人の判断で自由に

決定できる

＊利益と不利益

限られた資源（時間・労働・費用

など）の中で、利益と不利益のバ

ランスを考慮し、集団にとっての

利益を最大化

個人のレベルで、利益と不利益の

バランスを判断

●がん検診の精度は100％ではありません

●ま と め
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　11月25日現在 2,000円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 425 384 707,400 421,200 573,289 -9,269
乳牛・ホル初妊ET 28 26 843,480 665,280 724,597 -29,166
乳牛・ホ無　初妊 8 7 563,760 464,400 511,611 -10,913
乳牛・ホル　経産牛
そ の 他 の 乳 用 種

合　　　　計 461 417 843,480 421,200 581,687 -4,967

市 場 情 報

生 乳 販 売 情 報
平成27年度10月末　管内農協生乳受託実績表 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　10月16日開催分 税込み

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数   11月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,378 -16
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,130 53
そ の 他 の 未 経 産 47 1

計 7,555 38
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 10,505 -53
そ の 他 の 経 産 牛 41 0

計 10,546 -53
合　　　　　　　計 18,101 -15

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 505 -6
黒 毛 和 種 　 オ ス 58 -4

計 563 -10
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 91 -7
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 44 -3

計 135 -10
合　　　　　　　計 698 -20
総　　　合　　　計 18,799 -35

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 472 455 826,200 368,280 598,009 -31,654
肉牛・黒毛　メスET 167 159 849,960 532,440 669,641 -21,170
肉牛・黒毛　メス計 639 614 849,960 368,280 616,559 -22,426
肉 牛 ・ 黒 毛 　 オ ス
肉 牛 ・ 黒 毛 　 去 勢 681 653 941,760 288,360 706,317 -27,937
肉牛・黒毛　去勢ET 250 240 947,160 492,480 731,183 -10,630
肉牛・黒毛　去勢計 931 893 947,160 288,360 713,000 -22,203
肉素・肉専用種　去勢
繁 殖 ・ 黒 毛 29 21 1,080,000 352,080 610,200 -114,873
繁殖・乳用交雑種
廃 用 ・ 黒 毛 68 65 655,560 109,080 405,100 7,552
廃 用 肉 専 用 種 1

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,139,667 101.8 57,447,902 100.3 135
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,542,398 104.0 74,469,342 103.3 172
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,134,193 104.2 50,716,190 103.6 145
Ｊ Ａ 中 春 別 9,772,850 102.7 68,761,900 102.0 170

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,611,604 99.2 53,163,061 97.1 149
上 春 別 支 所 5,426,603 106.6 37,559,640 104.4 76
別 海 本 所 12,892,607 96.3 91,665,356 95.9 248
根 室 支 所 4,068,917 101.4 29,068,597 102.3 88

小　　　　計 29,999,731 99.5 211,456,654 98.5 561
合　　　　　計 65,588,839 101.4 462,851,988 100.5 1,183

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
初生・ホル　オス 165 164 181,440 3,240 99,241 24,859
初生・ホル　フリーマチン 7 7 54,000 6,480 30,086 12,590
初生・ホル　メス 17 17 236,520 65,880 175,659 -24,967
初 生 ・ F 1 　 オ ス 107 106 336,960 101,520 242,124 16,203
初 生 ・ F 1 　 メ ス 101 101 232,200 37,800 164,288 8,202
初生・和牛　オス 14 14 550,800 270,000 437,786 7,689
初生・和牛　メス 9 8 489,240 313,200 397,035 871
初生・肉専用種　メス
初生・肉専用種　オス
初生・その他　オス 1 1 56,160 56,160 56,160
初生・その他　メス
乳牛・ホル　育成 49 47 470,880 133,920 348,151 -18,548
乳牛・ホル無登録育成
乳牛・ホル　初妊 27 26 609,120 397,440 522,969 18,927
乳牛・ホ無　初妊牛
乳牛・ホル　経産 7 6 432,000 241,920 290,520 -44,415
乳 牛 他 乳 用 種 2 2 334,800 162,000 248,400
肉素・乳用交雑（Ｆ１）オス 1
肉素・乳用交雑（Ｆ１）メス 1 1 359,640 359,640 359,640
肉素・ホル中トク　メス 4 4 273,240 152,280 204,930
肉素・ホル中トク　ﾇキ 2 2 114,480 46,440 80,460
肉素・ホル中トク　オス 1 1 84,240 84,240 84,240 39,960
肉素・ﾎﾙ12ヶ月以上メス 33 33 394,200 153,360 270,556 8,944
肉素・黒毛和種オス -212,760
肉素・黒毛和種メス
肉素・黒毛和種ﾇキ
廃 　 用 ・ そ の 他 1 1 239,760 239,760 239,760 118,260
廃 　 用 ・ ホ 　 ル 153 153 305,640 44,280 174,784 6,978
廃 用 ・ 黒 毛 和 種 1 1 443,880 443,880 443,880
繁 殖 黒 毛 和 種

ホクレン根室家畜市場 一般市場 11月25日開催分 税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール） 11月12日開催分  税込み
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普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

冬期間の牛舎環境
～�冬こそ換気を意識しよう！�～

　

牛
舎
を
閉
め
切
り
が
ち
に
な
る
冬

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

牛
が
一
日
中
を
牛
舎
で
過
ご
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

冬
は
、
牛
舎
環
境
が
生
産
性
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

冬
期
間
の
牛
舎
環
境
を
今
い
ち
ど

確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

冬
こ
そ
換
気
が
大
切

　

牛
の
呼
気
や
ふ
ん
尿
か
ら
の
水

分
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
ホ
コ
リ
な
ど

で
、
牛
舎
の
空
気
は
す
ぐ
に
汚
れ
ま

す
。

　

こ
の
と
き
換
気
が
不
十
分
だ
と
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

・�

牛
舎
内
の
湿
度
が
上
が
り
、
牛
床

が
乾
き
に
く
く
な
る
（
乳
房
炎
の

原
因
に
）

・�

湿
度
が
上
が
る
こ
と
で
結
露
が
発

生
、
窓
が
凍
り
付
き
開
か
な
く
な

る
（
さ
ら
に
換
気
不
足
に
）

・�

ホ
コ
リ
や
ア
ン
モ
ニ
ア
濃
度
が
上

昇
し
、
呼
吸
器
病
の
原
因
に
な
る

（
特
に
若
齢
牛
に
は
影
響
大
）

冬
の
換
気
方
法

　

牛
の
体
に
直
接
風
を
当
て
る
こ
と

な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
牛
舎
内
全
体
の

空
気
を
入
れ
換
え
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

【
つ
な
ぎ
牛
舎
】

　

換
気
扇
は
回
っ
て
い
ま
す
か
？

　

せ
っ
か
く
牛
舎
に
換
気
扇
を
設
置

し
て
い
る
の
に
、
冬
に
な
る
と
回
さ

な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

冬
の
換
気
に
こ
そ
換
気
扇
が
必
要

で
す
。
常
時
ゆ
っ
く
り
回
し
て
牛
舎

の
換
気
を
行
い
ま
し
ょ
う
（
写
真

１
）。

　

牛
舎
を
閉
め
切
っ
た
ま
ま
換
気
扇

を
回
し
て
も
、
汚
れ
た
空
気
を
か
き

回
す
だ
け
で
す
。
汚
れ
た
空
気
を
排

出
し
、
新
鮮
な
空
気
を
取
り
込
む
た

め
に
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
が
凍
ら

な
い
程
度
に
窓
や
扉
は
開
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

い
ち
ど
窓
を
閉
め
切
る
と
結
露
で

窓
が
凍
り
付
き
、
一
冬
中
開
け
ら
れ

な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

風
雪
の
強
い
日
で
も
、
窓
は
開
け

た
ま
ま
に
し
て
お
き
、
使
い
終
わ
っ

た
紙
袋
を
窓
の
開
い
た
部
分
に
詰
め

込
ん
で
工
夫
し
て
い
る
事
例
が
あ
り

ま
す
（
写
真
２
）

　

換
気
扇
の
な
い
牛
舎
で
も
、
暖
か

い
日
や
日
の
当
た
る
昼
間
は
窓
扉
を

開
放
す
る
な
ど
、
こ
ま
め
に
開
け
閉

め
を
し
な
が
ら
で
き
る
だ
け
新
鮮
な

空
気
を
取
り
込
み
ま
し
ょ
う
。

【
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
】

　

牛
舎
は
閉
め
き
ら
な
い
よ
う
に
！

　

汚
れ
た
空
気
（
牛
の
体
温
で
暖

ま
っ
た
空
気
）
は
上
昇
し
、
屋
根
の

開
口
部
か
ら
排
出
さ
れ
ま
す
（
図

１
）。

　

屋
根
の
開
口
部
は
閉
め
き
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

屋
根
の
開
口
部
を
開
放
す
る
こ
と

（
排
気
）
と
同
時
に
重
要
な
の
が
、

新
鮮
な
空
気
を
取
り
込
む
こ
と
（
入

気
）
で
す
。

写真１　常時、換気扇をゆっくり回して排気する

写真２　�風雪の強い日
は使い終わっ
た紙袋を再利
用（窓の隙間
に詰める）

図１　フリーストール牛舎の換気構造

　

牛
舎
全
体
の
空
気
を
入
れ
換
え
る

た
め
に
は
、
入
気
部
分
は
で
き
る
だ

け
牛
舎
の
長
さ
い
っ
ぱ
い
に
細
長
く

必
要
で
す
。

　

牛
の
体
に
直
接
風
が
当
た
ら
な
い

よ
う
側
面
の
カ
ー
テ
ン
上
部
な
ど
を

少
し
開
け
て
新
鮮
な
空
気
を
取
り
込

み
ま
し
ょ
う
（
写
真
３
）。

写真３　牛舎側面のカーテン上部を開けて入気する



クロスワードパズル【タテのカギ】 【ヨコのカギ】

クロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する

答え

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。
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D
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5 6

107 8

11 12 13

1514

16 17

18 19

9

■凍える季節
　�老いし我が身に北風しみる、冬眠生活に
入るせつなさつらさ　　　（本別Ｍさん）

■冬の夜の楽しみ
　最近寒くなって来たので夜空をながめて
いると流れ星をたくさん見ることができま
すよ� （上標津Ａさん）
■銀世界が待ち遠しい
　�少しずつ寒くなってきていて、いつ雪が
ふるか…毎朝楽しみにしています

（大成Ｍさん）
■好きな感触
　牛の耳のつけ根の筋肉ってプヨプヨやわ
らかくていやされる～� （すみえさん）
■勝てるの？
　吉田係長と森
脇授精師ペア
　（職員Ｗさん）

１　�雪が降れば、○○○○・ク

リスマス

２　�お○○たらたら、美辞麗句

をつらねます

３　�○○○専心、ただひとすじ

の道を精進

４　�奥さんを大切にする○○○

○家

６　�○○○○飲料は発泡性の清

涼飲料水

８　�窓につける日よけ用のよろ

い戸

10　�ないことをあるようにこし

らえた事柄

12　�○○○相伝、親から子へ伝

える奥義

15　動物の尾ですね

16　�見聞を広め○○を拡げたい

もの

17　�○○ものに懲りてなますを

吹く

１　�品行○○○○は行動がきち

んとして正しいこと

４　�咲いても実を結ばない○○

花

５　�地方○○○○ごとの条例も

あります

７　クリスマスの前夜です

９　�パソコンからプリンターで

らくらくできます

11　ラグビーで決める！

13　�手先を使って細かいものを

作ること

14　�二人で一人、○○○○同体

の間柄

16　この部屋で眠ります

17　○○で人を使う高慢な態度

18　�正月休みを過ごしたい静か

な○○

19　服にいくつあるかな？

◦ 正解者５名の方にすてきなプレゼントを
さしあげます。なお、正解者多数の場合
は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所入
り口に設置している投書箱へ。または、組
織広報係までＦＡＸ（78-2048）お願いし
ます。

《締め切り》平成27年12月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」12月号誌上

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ＦＥ

クロスワードパズル
10月号の答え コクセイチョウサ

加部　絢子さん　太田　幸一さん　松本クニ子さん
石邑　　勇さん　稲垣テツ子さん

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～

「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッターチャ
ンスなどを募集しています！営農企画課までメールするか
事務所玄関の投書箱への投稿お待ちしております！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp
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第１回　学　園　祭
　計根別学園で、『はじめの一歩～みんなで力を合わせて最高の思い出に～』をテーマに、計根
別小・中学校が統合して初めての学園祭が11月７、８日に行われました。当日までの準備を含め
たくさんの観客の前での発表は、児童・生徒たちにとって素晴らしい思い出となったでしょう。


